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市
で
は
平
成
15
年
に
「
新
幹

線
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
報
告

書
」
を
策
定
す
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
市
民
の
皆
さ
ん
や
専
門
家

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
駅
周

辺
整
備
や
ま
ち
づ
く
り
、
広
域

観
光
等
に
つ
い
て
の
計
画
を
協

議
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
昨
年
か
ら
は
、
更
に
開

 

新
幹
線
開
業
に
向
け
飯
山
市
の

 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定

業
効
果
を
最
大
限
に
引
き
出
す

た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
市

の
行
動
計
画
）の
策
定
に
向
け
、

副
市
長
を
中
心
に
市
の
関
係
職

員
で
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
置
。
①
新
幹
線
駅

機
能
の
充
実
、
②
「
駅
前
・
駅

周
辺
の
土
地
利
用
計
画
、
新
産

業
立
地
の
基
盤
整
備
、
③
回
遊

性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
観
光

施
策
・
機
能
の
充
実
、
と
い
う

３
つ
の
研
究
部
会
で
詳
細
を
検

１．観光人口の増…飯山駅を中心に、大自然を生かした魅力的な広域観光
圏を形成し、回遊性のあるまちづくりを進め、国内外からの観光人口を増やす。
２．企業立地による人口増…新幹線効果により、駅周辺および市内への
企業誘致を進め、若者の定住人口を増やす。
３．Ｉターン・Ｕターン、交流による人口増…首都圏から最短で大自然
に入れる地域として、首都圏住民へ新たなライフスタイルの場を提案・
提供する。Ｉ・Ｕターン、二地域居住の場として定住・交流人口の増加
を図る。

新幹線駅開業に向けた
市の行動計画を策定します
北陸新幹線飯山駅開業まであと 5 年あまり。市内でも開業に向けた工事が進
んでおり、市では新幹線の効果を最大限に生かすことができるよう、駅機能
や土地利用、まちづくり等についてのアクションプラン（行動計画）を策定し
ます。今月と来月２回にわたり、このアクションプラン案の内容をお伝えします。

討
し
、
昨
年
11
月
に
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
案
が
で
き
あ
が
り

ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
の
案
を
近
隣
の
関

係
市
町
村
、
新
幹
線
工
事
を
担

当
す
る
鉄
道
・
運
輸
機
構
、
そ

の
他
関
係
機
関
に
説
明
し
、
意

見
・
要
望
等
の
集
約
を
行
っ
て

お
り
、
今
年
春
ご
ろ
ま
で
に
、

正
式
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と

し
て
策
定
す
る
予
定
で
す
。

新幹線プロジェクトの骨格

具体的な整備方針

①新幹線駅機能の充実 ②駅周辺土地利用・
新産業立地 ③観光推進戦略

新幹線による効果

新幹線とは何か 飯山駅の位置づけ
① 12 両編成（乗客約1000 人）
　で、首都圏より2 時間、北陸
　方面を1時間で結ぶ高速鉄道。
②長期にわたり大量 ･ 高速旅客
　輸送効果をもたらす。市・周
　辺地域社会に構造的変化をも
　たらす影響力を持つ。

①上信越高原国立公園の広大な
　大自然地域の玄関口。
②素晴らしい景観・四季･水・空
　気や、未利用の土地、農産物
　等の多彩な資源に恵まれる。
③首都圏より最短で大自然に到
　達できる駅。

「具体的な整備方針」については次ページをご覧ください

４
月
以
降
は
「
年
金
か
ら
の
お
支
払
い
」
と
「
口
座
振
替
」
の
選
択
制
に

長
寿
医
療
制
度
の
お
支
払
い
に
つ
い
て

　

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者

医
療
）
制
度
の
保
険
料
の
お
支

払
い
方
法
が
、
平
成
21
年
４
月

以
降
の
納
付
分
か
ら
、「
年
金

か
ら
の
お
支
払
い
」ま
た
は「
口

座
振
替
」
で
選
択
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
国
保
税
を
納

付
し
て
い
た
こ
と
、
世
帯
構
成

や
収
入
等
、
一
定
の
条
件
を
満

た
す
方
の
み
口
座
振
替
へ
の
変

更
が
可
能
で
し
た
が
、
こ
う
し

た
条
件
が
な
く
な
り
ま
す
。
納

付
方
法
の
変
更
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
次
の
と
お
り
手
続
き
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。（
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の

納
付
状
況
等
か
ら
、
口
座
振
替

へ
の
変
更
が
認
め
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
）

手
続
き
方
法　
次
の
書
類
を
市

役
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
保
険
料
納
付
方
法
変
更
申

出
書　
②
口
座
振
替
依
頼
書

申
請
期
限

２
月
５
日
㈭
（
４
月
の
納
付
か

ら
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
場

合
）

※
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
申

請
さ
れ
た
時
期
に
応
じ
て
支

払
い
方
法
が
変
更
に
な
り
ま
す

（
通
常
、手
続
き
に
は
２
ヶ
月
程

度
か
か
り
ま
す
）

手
続
き
に
必
要
な
持
ち
物

①
保
険
料
を
引
き
落
と
す
口
座

の
確
認
が
で
き
る
通
帳　
②
そ

の
通
帳
の
届
出
印　
③
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証

ご
注
意
く
だ
さ
い

・
保
険
料
の
総
額
は
変
わ
り
ま

せ
ん

・
口
座
振
替
に
変
更
し
た
場
合
、

そ
の
社
会
保
険
料
控
除
は
、
口

座
振
替
に
よ
り
支
払
っ
た
方
に

適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

世
帯
全
体
の
所
得
税
や
住
民
税

が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
十
分
ご
留
意
く
だ
さ

い
。

そ
の
他　
支
払
方
法
の
変
更
を

希
望
し
な
い
方
は
、お
手
続
き
い

た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
環
境
課 

国
保
年
金
係

☎
�
３
１
１
１

　
内
線
１
５
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５
４

介
護
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除

　

本
人
や
生
計
を
同
一
に
す
る

方
の
介
護
保
険
料
を
支
払
っ
た

場
合
は
、
そ
の
全
額
を
所
得
か

ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
特
別
徴
収
（
公
的
年

金
か
ら
天
引
き
）
さ
れ
て
い
る

方
は
、本
人
以
外
の
方
か
ら
社
会

保
険
料
控
除
は
で
き
ま
せ
ん
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
は

医
療
費
控
除

　

本
人
や
生
計
を
同
一
に
す
る

方
が
そ
の
年
に
支
払
っ
た
医
療

行
為
に
当
た
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
料
が
あ
る
場
合
は
、
医

療
費
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
施
設
サ
ー
ビ
ス

　

介
護
老
人
福
祉
施
設
は
支

払
っ
た
サ
ー
ビ
ス
費
用
や
食
費
、

居
住
費
の
２
分

の
１
が
、
ま
た

介
護
老
人
保
健

施
設
お
よ
び
介

護
療
養
型
医
療

施
設
は
支
払
っ

た
サ
ー
ビ
ス
費

用
や
食
費
、
居

住
費
の
全
額（
一

般
的
な
水
準
を

著
し
く
超
え
な

い
部
分
）
が
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

②
居
宅
サ
ー
ビ
ス

　
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
医
療

系
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
看
護
、
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
居

宅
療
養
管
理
指
導
、
通
所
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
短
期
入

所
療
養
介
護
）
が
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
方
が
、
医
療
系
サ
ー

ビ
ス
の
み
又
は
医
療
系
サ
ー
ビ

ス
と
併
せ
て
福
祉
系
サ
ー
ビ
ス

（
訪
問
介
護
、
訪
問
入
浴
介
護
、

通
所
介
護
、
短
期
入
所
生
活
介

護
）
を
利
用
し
た
場
合
、
そ
の

自
己
負
担
額
が
医
療
費
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

③
そ
の
他
（
お
む
つ
代
）

　
６
ヶ
月
以
上
寝
た
き
り
状
態

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
治
療
上

お
む
つ
の
使
用
が
必
要
な
方
に

つ
い
て
は
、
お
む
つ
代
が
医
療

費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
で
は
、
医
療
機
関
発

行
の
お
む
つ
使
用
証
明
書
と
必

要
期
間
中
に
支
出
し
た
お
む
つ

代
の
領
収
書
が
必
要
と
な
り
ま

す
。（
２
年
目
以
降
は
、
お
む
つ

使
用
証
明
書
の
か
わ
り
に
市
が

発
行
す
る
「
主
治
医
意
見
書
内

容
確
認
書
」
で
も
証
明
可
能
）

医療費の総額－高額介護サービス費等
保険給付される金額－（１０万円または
所得の５％のどちらか少ない金額）
＝ 医療費控除額（最高限度額200万円）

も
う
す
ぐ
税
金
の
申
告
時
期
で
す

介
護
保
険
料
・
利
用
料
の
控
除
を
お
忘
れ
な
く

「飯山市緊急経済対策相談窓口」を開設しました
　全世界に及んでいる昨今の経済危機に伴い、市内にも経済
低迷の影響が出ていることから、市では飯山市緊急経済対策
相談窓口を開設しました。また、中小企業向けの飯山市制度
資金の小口資金「緊急経済対策資金」を設け、飯山商工会
議所と連携し下記のとおり相談を受け付けています。
●「緊急経済対策資金」の概要
・使途…運転資金　　 ・上限…1000 万円以内
・金利…年1.8％　　　・貸付期間…５年以内
・保証…保証協会保証 ・あっせん期間…2月27日（金）まで
※相談・申込先　飯山商工会議所　☎ 62－2162
　　　　　　　  市役所商工課　☎ 62－ 3111 内線 211
●社会福祉協議会では「生活福祉資金」等の貸付も
　長野県社会福祉協議会では、失業により生計の維持が困
難となった世帯に対する再就職までの間の生活資金など「生
活福祉資金」の貸し付けを行っています。
　詳しいお問い合わせ・お申し込みは飯山市社会福祉協議会

（☎ 62－2840）までお願いします。


